
「編集工学」って？ 情報・関係性・ハイパーリンク

横川 今日はどうぞよろしくお願いいたします。恥ずか
しながら「編集工学」という分野があるということをは
じめて知りました。具体的にはどういうことをされてい
るんでしょうか。
橋本 編集工学研究所[1]は，1987年に創立しました。
当時，情報という言葉の意味が生物学，軍事，マスメデ
ィア，経営論等のジャンルごとにバラバラに使われてい
ました。NTTが民営化されるにあたって，これらのバ
ラバラな情報の意味を関係づけてほしいという依頼があ
ったのを機に，所長の松岡正剛が立ち上げました。この
プロジェクトはのちに『情報の歴史』という情報文化史
をめぐる大年表となりました。
会社名にある「編集」という言葉は，書籍や雑誌の編
集といった，いわゆる職業としての定義にとどまりませ
ん。人が言葉や身振りなどの情報を組み合わせ，新たな
意味を組み立てることすべてに，編集があると捉えてい
ます。このように，誰かと会話したり，新たな企画をし
たり，私たちがあらゆる情報をどうインプットしアウト
プットしていくかを研究し，そのメソッドを開発してさ
まざまな場面に活用しようというのが「編集工学」で
す。
横川 いわゆる雑誌とか本を編集するという狭い意味で
はないんですね。今の時代にぴったり合っている気がし

ます。
佐々木 いまは「ゲノム編集」というくらい，生命を
RNAや DNAに始まる情報として捉えたり，ITやデー
タベースを「加工」「処理」でなく「編集」するという
考え方まで来ています。さらに，コミュニケーションは
人間関係やスキルの話，会社組織は経営論や組織論，医
療は病理学や保険制度といった領域を越えて，それらを
総合的に，かつ動的にとらえ，新しいソーシャル・メデ
ィアやワーク・スタイルや社会システムをつくっていく
ような「編集」という考え方が必要になっています。
横川 面白いですね。
橋本 人類にとっての「情報」は，最初は口頭でオーラ
ルにやり取りしていたものが，やがて文字ができ，歴史
や物語を書き言葉で伝えるようになり，本というメディ
アに乗って記録や伝達が行われてきたと言えると思いま
す。15世紀を過ぎると活版印刷によって大量の書物が
流通するようになり，今はインターネットによって一人
一台のスマートフォンから世界中の電子情報にアクセス
できるようになりました。
横川 活版印刷みたいなものが発明されたのは，やはり
必然だったのですか。
橋本 そうだと思います。常に新たな機械技術の発明や
発展と共に，人間と情報の関係も変化し続けていくのだ
と思います。
横川 これまで口頭でやりとりしていたものが，活版印
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刷ができた時，文字で読めるようになった人間は堕落す
ると考えられていた，なんていう話も伝わっていますが
（笑）。
橋本 弊社では，帝京大学で「共読ライブラリー｣[2]を
共同企画しています。一人で黙々と本を読んで内容を理
解するという読み方ではなく，「メクリ｣[3]というオン
ラインツールを使って，読むプロセスを複数人と共有し
ながら紹介文を書いて帯にすることで，みんなで読み合
い，薦め合い，評価し合います。本の情報を取り出し
て，自分なりの見方を持って他の学生とコミュニケーシ
ョンをする。そういう本の活用方法を展開しています。
横川 みんな楽しみながらその関係性を学んでいくわけ
ですね。

橋本 情報を取り出し，組み合わせて表現する「編集の
型」を意識して使ってもらいます。漠然と読んだり，会
話したりするのではなく，「型」を意識して，いわば
「型遊び」をやっていくと，そういった情報を扱うスキ
ルを誰もが身につけて発想や伝達に活かせるよ，という
ことを伝えています。
武沢 かつて，松岡さんに紹介された本でオングという
学者の「声の文化と文字の文化」によると，人間はまず
オーラリティからリテラシーになり，現代はまた（セカ
ンド）オーラリティに戻ってくる。本がオーラリティの
拡張としてのマルチメディア時代になっているんです
ね。
橋本 新しい時代になっていますよね。
武沢 編工研は「認知や学習」という点でも興味深い
取り組みをされていますね。
佐々木 はい，今は小学校から ICT が身近にあり，イ
ンターネットで世界に直にアクセスできる，いわゆるデ
ジタル・ネイティブの時代です。読み書きが連動するダ
イナミック・リテラシーが必要であると考えています。
中学高校では「探究型読書 book-up」というプログ

ラムを通じて，本を使ってこうしたリテラシー育成を行
っています。いまの子どもたちにとって情報は検索すれ
ばすぐ与えられるものです。出会ってはハイ次，ハイ
次，と捨てていく。ところが，この授業では，目次を見
ましょう，構造を捉えましょう，そこから自分の関心を
創出する手続きへ…という具合に，本を手すりに使いな
がら能動的に情報を動かし，考えを前に進める方法を学
んでいきます。このように取り組んでいくと，自分で考
えるというのは，情報のつかまえ方，あつかい方がいま
までとは違うんだというのが良く分かりました，という
風に言ってくれます。
横川 そういう読み方を自然に身につける子どももいる
し，できない子どももいる。そのまま大学まで来る人も
いるから大学生の読書は大きな課題ですね。ただ，本を
読まないのはダメだっていう発想ではなくて。
橋本 いろいろとあるツールの中のひとつという考え方
で，もちろんいいと思うんです。
横川 スマホみたいなものが普及してパソコンでキー
ボードがあまり打てないのと同じなんですね。電子媒体
でいろいろな情報もあるし，読書しようと思ったら電子
媒体で読めるから，本屋さんもどんどんなくなっていま
すね。
橋本 ハイパーテキストという考え方があります。複数
の文書（テキスト）を相互に関連付け，結び付ける仕組
みのことですが，本こそ引用や注釈の塊で，他の著者や
本とつながりあっています。松岡は「千夜千冊」という
ブックナビゲーションサイト[4]を 2000年から続けてい
ますが，1 冊の本を取り上げてその本の要約をしなが
ら，その本に関係する本や読んだ時の自分の感覚や感想
といったものを織り込みながら書き上げています。そこ
では，あくまでも本と対話していくというスタイルをと
っています。松岡は，読書は打率 3割だと言います。必
ずしも手にとった本が，その時の自分の状況や感覚とフ
ィットするとはかぎりません。全く太刀打ちできない本
もあれば，何度も読むことになる本も，あるいは毒にな
る本もあるかもしれない。本や本が持つさまざまな情報
と，多様に付き合っていくことを勧めています。
武沢 私がいちばん印象に残っているのは，何年か前に
「松丸本舗」を丸善丸の内本店に開設したときのことで，
今までの本屋だとジャンルごとに本が並んでいるんです
が，松丸本舗のフロアだけが違う。松岡さんの独断と偏
見みたいな（笑）。非常に斬新で，ちょっとびっくりし
たんですけどね。あれは非常に面白かったですね。
佐々木 書店員の方は，漫画と文庫を一緒に並べるなん
て！と言いながら（笑），並べてくださいました。本当
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にいろんなジャンルを混ぜて。
横川 繋がっているんですね。
武沢 僕は理系の人間ですけど，普通，理系のコーナー
に行くと理系の本しかないところに，あそこは考古学や
歴史の本がいっしょに並んでいたりするわけです。
橋本 そう，ここに昆虫の本があったりとか。
武沢 無だったところに，知的好奇心をインスパイアす
るような空間ができていて，これは面白いなと思いまし
た。
佐々木 松岡が作る図書空間には，「連想」を誘発し，
ハイパーリンク，すなわちある構造を作りながら，本と
本をリンクさせていく仕掛けがあるんです。
横川 漠然と何となく行った時に，心の扉が開かれてい
くのがいいですね。

本の役割とは？ 対話，つながり

横川 今の大学生は昔に比べると忙しい。授業もたくさ
んある。昔は自分で読みたい本を買って読む時間があっ
た。（本当は昔もいけなかったんでしょうが）授業さぼ
って，自分で本を読んで勉強したように思います。今も
ある意味，みんなマジメに勉強はしているんだけど，何
か違いますね。
橋本 ある意味で良いゆるさがあったということでしょ
うか。
横川 高校まではそういうスタイルでもいいのかもしれ
ないのですが，大学に入って今度社会に出て行くのにい
ままでと同じスタイルで勉強して，急に社会に出るって
いうのは結構，残酷じゃないかと思うんですね。
橋本 おっしゃるとおりです。まさに今，世の中に確た
る「正解」というのがなくなってきています。いい企業
に入って出世して，将来は年功序列で安定した収入をと
いうモデルも消えつつある。だからこそ，学生の頃に何
をどう勉強すればいいのか，がますます重要になると思

います。自分の中の好奇心や関心，将来への期待や不安
に向き合わないといけない時代になってきていると思い
ます。いくつかの大学でセミナーを行ったときも，学生
に自分が好きなことは何か，どういうことに興味がある
かとか質問しても，なかなかすぐに言葉にはできないで
すよね。部活でスポーツやってきたとか，料理が好きで
すとか，良く聞いてみると言葉にする学生もいますが，
そこを深く思考して交わし合う対話の場や時間とか，向
き合ってくれる大人が必要なのではないでしょうか。
武沢 やれる人は自分でやっていくんでしょうけど。一
定層，そういう学生はいますね。
橋本 はい。今は，インターネットで，さまざまな技術
をすぐに学べます。英語も，YouTuberになる勉強も，
プログラミングも，やろうと思えばいつでも情報が手に
入る。一方で，どんな風に自分の人生を歩んでいきたい
か，自分はどうしたいのか，大切な価値観は何か，を考
えたり，対話によって違いに気づくことが，ますます重
要だと思います。そういう機会が大学の中にはまだまだ
必要なのではないでしょうか。
武沢 それはおそらく小・中・高の教育のあり方も相当
影響しているかもしれません。
非常にタイトなカリキュラム，タイトなスケジュール
で子どもたちが勉強に追われていますから。
橋本 そうですね。そうして結局，一人ひとりの評価
は，テストの点数や偏差値で見える化されて，判断され
てしまいます。その評価軸から漏れた，それぞれの見方
や感性や好きなことは見えづらい。平均的にその評価軸
のスコアを上げるように勉強しようとする力学が，教室
や家庭の中でどうしても働いてしまいますよね。
武沢 昔は大学に入れば，ちょっといいかげんなところ
もあって，緩やかだったので，そこでモラトリアムみた
いなことが作れたんだけど，それも無くなっちゃったと
いうことですね。
横川 だから世の中に急に出たら，生きて行くのって辛
い，ということになってしまう。
橋本 本というものには，ありとあらゆる古今東西の歴
史，人，不思議，そして知が入っていますよね。文章を
全部読まなくても，目次にパラパラと目を通すだけで
も，表紙や背表紙だけ見ても，新たな情報や言葉に出会
えます。そうすると，昨日のことが思い出されたり，こ
の本とあの本を関連づけようと思ったり，さまざまな連
想が働きます。ネットで検索すると自分の検索ワードで
しか基本的には出発できないので，本棚や書店があるこ
とで，そこでの連想的な思考や対話が生じることを期待
したいんですね。私たちは，一人一人のそういった好奇
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心や関心やワクワクするものが触発される空間やプログ
ラムを提供しようとさまざまなサービスを展開していま
す。
佐々木 Amazonも書店も，前に出てくるのは新刊が中
心になります。でも，知のアルケオロジーといいます
か，棚を見ながら知の発生や相（フェーズ）や結び目が
探れ，ベースにある考え方に接点を作っていけるところ
が，松丸本舗の奥深さになったと思うんです。そういう
リゾーム（地下茎）のようなコンテクストをもって本棚
の構成をどうするかをいろいろな大学に提案させていた
だいています。
横川 でも今は，学生に読んでもらおうと思って紹介し
ても，昔の古典や，基本文献がもう絶版になっているも
のも多くて残念な気がします。橋本さんや佐々木さんが
おっしゃる「繋がり」が得にくい世の中になってきてい
るように思います。
橋本 そうですね。私が個人的にすごく感じていること
は，話すときに共通の基盤がなくなっているなと思うん
です。新聞やテレビだけでなく，大学生の内に読んでお
くべき名著や古典といった，共通基盤みたいなものが昔
はあった。しかし，今の若い人たちにはないんですよ。
「この前 YouTubeを見てこう思ったんだよ」「俺はそれ
見てないわ」というようなコミュニケーションが今の若
い人たちには多いと思います。多様化しているともいえ
ますが。
武沢 高校生には読書で繋がっているコミュニティとか
文化はないかもしれない。あっても，ゲームのキャラク
ターやお笑い，アニメとか漫画とか。
横川 そういう中でコミュニケーション能力を高めよう
とか，コミュニケーションしようとか，共感しあうとい
ったようなことはとてもやりにくい時代になってきてい
るんです。

図書館を基地とする「探究」のためのプログラム

橋本 先ほどの「探究型読書 book-up」を皮切りに，
弊社では「探究型読書」という，本を活用した思考や対
話の手法を展開しはじめています。「探究」というキー
ワードは，まさに学校教育でも重要になっていますね。
武沢 今，小・中・高でのキーワードのひとつは「探
究」です。あらゆる場面において，型の学習や探求学習
など。じゃあ「探究」って何？というところから授業が
始まっています。
橋本 どうやってその環境を整えるかということがすご
く問われていると思います。今回のテーマである読書も
そのひとつ。
佐々木 探究学習と教科学習に大別し，これまでを仮に
教科学習 8割，探究 2割だとすると，今後はこれが逆転
すると言われています。先生方は，探究学習を進めるシ
ラバスや指導法に悩むところですが，学習環境やツール
としてやはり図書館の役割が大きくなると思います。
今，中学や高校で実施している探究型読書プログラム
で，連携のハブになっているのは図書館の司書教諭の方
です。授業に応じた本を提供することはもちろん，探究
の広がりを受け止めレファレンス対応したり，どういう
本にどういう生徒が接していたかという情報をフィード
バックしたり，本プログラムの教員研修会を企画した
り，大変な活躍ぶりです。
佐々木 今日は高校に伺ってきたのですが，3年生の最
後の授業で探究型読書を実施して下さって，それは非常
におもしろかったです。直感で選んだ本を目次読書して
要約し，友だちが選んだ 1冊と組み合わせて，これから
の自分達にむけた新しい本の企画を考える，というもの
です。
昨日は中学校に伺ってきました。ちょうど，本棚の前
に生徒が群がっている日でした。本まみれになるという
か，本棚の前に生徒たちが何冊も抱えてやってきて，と
っかえひっかえしていました。これは本 3冊で構成され
た自分の本棚をつくるワークで，それぞれの三冊棚には
タイトルやレコメンド文がつきます。
横川 自分なりにテーマを決めて，それで本を選ぶと
は。
佐々木 たとえば，ある生徒が，なんとなくアフリカに
関心を持った。アフリカのどういうところに魅かれたの
か，他の本と組み合わせる中で見えてくるところがポイ
ントです。例えば，民俗学や芸術に関する本と並べる
と，アフリカにおける神のイメージはあらわされている
かという興味が際立って，三冊棚「アフリカの神々」と
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して自分の関心テーマをプレゼンする，という具合で
す。
横川 そういうことができるくらい，図書館には蔵書が
あるんですか？
佐々木 出会ってからの生徒の連想力の勝負です。猫好
きの人のための本から，命って何だろうとか，クローン
って何だろう，という科学本に飛ぶこともあります。歴
史に関心がある生徒も，歴史を語る，戦争の歴史を保存
する，といった本を並べて選んでいて感心しました。歴
史オタクでひと括りに終わらせない。なぜ関心をもって
いるのか，本をつなぐことが，考えを深めていくことに
つながります。
横川 図書室の蔵書に独自の選書を置くことで，生徒自
身の中にユニークな繋がりが芽生えることを触発できそ
うですよね。
佐々木 「科学道 100冊」という選書プロジェクト[5]は
理化学研究所とのコラボで，多くの学校図書館に導入さ
れています。科学者の発想を 6つに分けた選書で表現し
ています。選ばれている本は，科学的な専門書というよ
り，柔らかいものが多いんです。ですから，大人向けの
選書ですが，中学生でも直感で選ぶことができます。
先生方にも，背伸び読書を後押ししてもらいます。た
とえば，先生方自身の本の使い方を語ってもらったり，
「教科書ですら情報が古くなる時代だから本を読んで自
分で更新していかなきゃいけない」というように，読書
を動機づける。読解のための読書ではありません。考え
るための新しい本の使い方，ということを意識づけま
す。
「探究型読書 book-up」は，1 冊を選ぶ所からスター
トして，大きく 3つのステップで，問いを育てていきま
す。目次を読んでピックアップしたキーワードとホット
ワードを使って，自分で本の帯コピーをまとめるステッ
プ 1。ここは，自分なりの見方を持ち出せるようになる
ことがねらいです。正解は求めない。ステップ 2は，先
ほどの三冊棚。自分の関心領域を広げてみようというこ
とで，本棚に行って本を選んでいくわけですね。司書の
方にはとても喜ばれます（笑），生徒たちがこんなに本
棚に群がってくれてって。ステップ 3は，新書の企画ま
で進みます。
武沢 優秀な司書による選書でも，スタートできそうで
すね。ところで，読書嫌いっていうのは，小学校の読書
感想文を義務にしているようなところにも原因があるん
じゃないかという気がしているんですが。
佐々木 私たちも読書感想文のワークショップを小学生
の親子向けにやるんですが，よくうかがう悩みは，生き

生きしたその子自身の想いのこもったことばがなく，内
容を要約して最後に「面白かったです」と書いて終わる
パターンがあまりに多いということ。
探究力やダイナミックな読み書きのリテラシーをつけ
るためには，その子なりの見方，感想のことばが出るよ
うにはこびたい。同じ本を読んでも，読み方は人によっ
ていろいろあっていいわけなんですよね。そういうこと
を先生方にお伝えして，本のどこに注目したか，連想が
動いたか，自分で向き合うことを重視して下さいといっ
て始めます。
中学生の目次読書でも，本文に入ってしまうとどうし
ても理解しようと読んでしまいます。あえて目次だけを
みて自分が注目したところは何か，自分の関心というも
のにまず立つこと，リーディング・セルフを立ち上げる
ことが，欠かせないと思っています。
横川 今ご紹介いただいている「探究型読書 book-

up」プログラムですと，最後の三つめのステップは，
自分で本を企画するということになっていますが，こう
いうことは最初に伝えているんでしょうか。
佐々木 まだ実感のない新しいスキルですし，何のため
に何をするか，全体像を伝えます。本を読むのではなく
本を使って自分の「問い」を立ち上げていくというねら
いとプロセスを最初に伝えていただいて，最後は自分が
世に問いたいことを本にまですることをなんとなく意識
しながら一つ一つのワークをやっていきます。そうする
と生徒さんは自分の連想力でしか勝負できない。自分は
何に関心があるのか，三冊の組み合わせもこれと何がつ
ながりそうかなっていうことを連想することしかすべが
ないんですね。それで本棚に向かいあって三冊並べてみ
ると，そこは本が助けてくれるんです。いろんな角度か
ら見られるものを本は持っているので，組合せを試行錯
誤する中でコンテキストが立ってきて，本のテーマにし
たい問いが浮かび上がってきます。
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武沢 いいですね。読むのは目次だけですか。本文は？
佐々木 授業のあとで本を借りて読む子も結局増えてい
るそうです。貸出実績が格段に伸びたと先生がグラフを
見せてくださいました。
武沢 それって連想が動くからなんでしょうね。目次で
立ち上がった好奇心で，中身を読んでみるっていう。無
理やり読ませるわけじゃないから，目次で不思議に思っ
たり，ひっかかりがあるほど，ノレる，という変化が，
たぶん面白いんでしょうね。
佐々木 そうですね。先生方にも，正解主義やもっとも
らしくやろうとする生徒には，もやもやを大事にした
り，疑問をことばにしたり，自由な連想にまかせるとこ
ろを，どんどん促していただくことがいいと考えていま
す。
武沢 入試もいままでの画一的なものから，こういった
多様な教育や探究型の学習が進めばおのずから変わって
いきますね。
佐々木 社会人には，専門領域ごとに求められる知識が
限定されていて，なかなか変えられないところもあると
思うんですが，子どもたちはある意味いろいろな領域を
こえて発想していくという学際的な思考が当たり前の時
代になっていきますから，やはり先ほどからお話しして
いる本の取り合わせというのは大事な体験だと思うんで
す。領域を厳密に限ってそれを深めていくことだけが学
びではない。それではむしろ，社会課題の解決につなが
らないと，授業で先生が言われていました。
横川 こういうプログラムは先生方や生徒さんたちには
好評なんでしょうか。
佐々木 はい，やっぱり面白いですからね。連想的にな
ることも，出来上がった三冊で自分ならではのメッセー
ジができることも，本の力を借りるからこそできること
ですが，だからこそ自信になるんですよね。知をハンド
リングできたという。
武沢 こういうことにどうやって生徒たちをのらせる
か，課題ですね。
佐々木 はい，そうですね。私たちは，高校生向けには
「クエストリーディング」と言って，本を共有しながら
ある共通のテーマに向かって議論を重ねていく，という
ようなワークショップスタイルも提供しています。こち
らも探究学習を支える授業のモデルとしてもいいのでは
ないかと思っています。

大学生が，図書館を編集する

横川 小中高ではある程度本を読んでいるようですが，
大学生になると読む量もだいぶ減るというデータがあり

ます。編工研では，近畿大学でも事業を展開されておら
れるようですが。
橋本 そうですね，近畿大学の場合は，「ビブリオシア
ター｣[6]という本棚空間をプロデュースさせていただき
ました。
武沢 どういうコンセプトで始まったのですか。
橋本 大学の方針である「実学」に「文理融合」を合わ
せたいということで，近畿大学独自の新たな本の文脈を
構築しました。2階は，マンガを中心に新書・文庫によ
って構成された約 4万冊の全く新しいインデックスを
展開しています。「DONDEN」と呼んで，学生の関心が
高いマンガから入って，関係する新書や文庫に手を伸ば
してもらって，知のつながりを感じ，知の奥へ向かうた
めの，「知のどんでん返し」が起こることを目指してい
ます。

横川 それでも，図書館というのは敷居が高くてなかな
か学生の足が向かないのではないですか。
佐々木 きっかけひとつです。「DONDEN」はオープン
初日から賑わいました。テーマパークに友だちときたよ
うな雰囲気で，たとえば，『宇宙兄弟』の横に宇宙に関
する新書を置く，というように，漫画と新書と文庫がセ
ットでおかれた棚から次々手にとっていました。
武沢 『宇宙兄弟』，入ってるのかあ（笑）。
橋本 『宇宙兄弟』を読んだ後は，SF作家の本や理論物
理の本まで進む読み方を推奨しています。入口は漫画で
いいんです。
横川 大学生も，授業などでそういったところにちゃん
とリンクしてあげられるような仕組みが必要ですね。た
だ，図書館で本を読みなさいではダメで。
橋本 そう思います。学生たちは本を手にすることもで
きなくなってきているので，本を手にする前の「テー
マ」が必要になってくるんです。例えば，「仕事のやり
がいは何？」とか「就活で自分をどう表現するか」とい
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うテーマで学生が集まってきたときに，じゃあジョブズ
の本だけでなく，寺田寅彦の本を読んでごらんとか，江
戸時代の本を読んでごらんとか，こういう感じですね。
仕事において何を大事にしたいかというテーマを掲げて
おけば，本を手に取れるし，そこに自分の好奇心や関心
が動くかもしれません。さらに自分は今後こういうこと
を考えたいという「問い」が生まれていくことが大事に
なります。
武沢 やっぱり高校生も大学生も「問い」ですね。はじ
めから自分で問いを作るのはなかなか難しいから。問い
の投げかけが重要ですね。
橋本 どう「問い」を投げかけるかが大事だと思いま
す。恋愛はどうとか，家族をどうしたいとか，そういう
身近なテーマが最初はいいと思います。そういう自分に
関わる「問い」をこちら側から送って，興味ある生徒や
学生には，実は前後左右にこんな本や人や世界があるよ
と誘ってあげる。そうして手にとった本を活用して，自
分なりに探究していくメソッドを高校・大学生・企業人
向けの「探究型読書」として展開しています。
武沢 具体的にはどういうものでしょうか。
橋本 例えば，本の目次から「キーワード」をまず選び
ます。これは自分がこの本で重要だと思う言葉ですね。
そこから，「ホットワード」と呼んで，自分が連想する
ことばを 10個出してみようとか，そして 4つのパター
ンで情報を関係づけようというような情報編集のスキル
を織り交ぜながら，読み進めてもらいます。
横川 面白そうですね。
橋本 読んで考えて書いて伝える，というベーシックな
リテラシーというものは，実は読書のプロセスで醸成で
きると考えています。本の内容を理解して正解を得ると
いう受動的な読書スタイルではなく，自分の連想や仮説
や問いを生み出すきっかけをいかに創り出すかという主
体的な読書スタイルを，編集の型を扱いながら実践して
もらうことが重要になります。
武沢 私は高校や大学で教えていて，「問い」を出せる
ような何か課題を出しても，やっぱり今の子どもたちは
すぐにネットで検索してしまう。まずネット検索，その
なかでテキストを編集するっていう。
横川 コピペ＆編集ですね（笑）。そこから何かが始ま
るといいんですけど。
佐々木 「探究型読書 book-up」の授業に取り組んで
くれた中学生が昨日インタビューに答えてくれたんです
けど，いつもは検索してそこから答が出てきて終わった
けれど，本当はそんなもんじゃないということがよく分
かりました，って言ってくれたんです。やっぱり自分が

知りたい問いというのは，もう少し深かったり，構造が
あったりするので，一問一答で即答できるものではない
んだということがわかってくれたので嬉しかったです
ね。そういう意味で，学習へのむかい方が大きく変わっ
たんじゃないかなと思います。
武沢 教員にもそういったスキルが必要ですね。編工研
のような役割はますます重要になってくる気がします。
横川 今の若い人は意外とそういうクリエイティブに探
究型でやることに順応性があって，結構得意かもしれま
せんね。
橋本 そうだと思います。
横川 武沢先生も以前に経験された「イシス編集学
校｣[7]のお話も詳しく伺いたかったのですが，予定の時
間も過ぎましたので，また機会をあらためてうかがえれ
ばと思います。編集工学研究所で実践されていること，
その理念，どれもこれから日本が目指そうとしている教
育，そしてこどもたちがこれから生きていく社会や世界
の方向に欠かせないものだと実感致しました。今日はど
うもありがとうございました。

注）
[1］ 編集工学研究所：1987年設立，所長は松岡正剛氏。
[2］ 共読ライブラリー：帝京大学の図書館リブランディングプロ

ジェクト。
[3］ メクリ：編集工学研究所が開発した「読書トレーニング・ア

プリケーション」。
[4］ 松岡正剛千夜千冊：https://1000ya.isis.ne.jp/top/

[5］ 科学道 100冊：https://kagakudo100.jp/

[6］ ビブリオシアター：近畿大学独自の新たな実学的・文理融合
的な文脈で本をセレクトし，約７万冊の本棚空間の企画・プ
ロデュース。

[7］ イシス編集学校：情報編集力をトレーニングするネットス
クール。2000年開校。小学生から 80代まで幅広い層が同じ
教室でコーチングをうける。https://es.isis.ne.jp/
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